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私たちマルイチ産商の商売は食品の卸売。商品を仕入れて、小売店などに販売する仕事です。総合食
品卸として幅広い食品を取り扱っていますが、豊富な商材は当社の強みのほんの一部でしかありません。

私たちは単にモノを右から左に動かすのではなく、自ら産地へと足を運ぶ、あるいは小売店の売り
場改善をサポートする。卸でありながら川上から川下にまで入り込み、生産者と消費者のニーズを細
かく拾って自らビジネスを仕掛けていく。それが当社のスタイルです。

生産者と協力して新商品を開発する、新鮮な魚をよりはやく食卓に届けるために物流を改善する、
小売店に売り場の企画を提案してプロデュースする。

食品に関することで、新しいことに次々と挑戦できるのがマルイチ産商。
私たちと一緒に業界の常識を変えるようなビジネスを仕掛けていきましょう。

会社はみなさんの「叶えたいこと」を実現する場です。ミスマッチが起こらないた
めにも、お互いに興味をもって相互理解を深めることが大切だと考えています。その
ためにも、一人一人とじっくり向き合い、対話することを大切にしています。ぜひ色々
聞いてください！みなさんとお話できることを楽しみにしています。

【２days：人生で一番「さつまあげ」について
考える２日間】
12月7日・8日/２月12日・13日/２月15日・16日
【４days：たった一人で日本の「鮮魚流通」に
革命を起こす４日間】
２月４日～７日

マルイチの最初の印象は「長野にもこんな大きな会
社があるのか！」という驚きでした。説明会には現場
で働いている先輩が来ていろいろ話してくれました
が、みんなとても楽しそうに話すんです。良いところも
悪いところも包み隠さず話してくれ、こんな人たちと
働いてみたい！と思うようになりました。

現在は食品メーカーと小売業をつなぐパイプ役とし
て、日々商品の提案をしています。「つなぐ」と一言で
言っても、商品が安定して流れるように物流を組み立

てたり、メーカーと小売りとの間で情報を取りまとめた
り、様々です。私は7,000～8,000アイテムもある加工
食品という部門を担当しているので、覚えることもたく
さんあります。将来的には、誰にも負けない知識を
持って、得意先からの相談に応じ、お客様の売り上げ
アップに貢献できるようになりたいです。また、長野県
出身者として、地元のおいしさが全国に流通するよう
に貢献していきたいです。

食と人、人と人をつなぐ仕事
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◆資 本 金　37億1,986万円
◆売 上 高　2,190億4,500万円（2018年6月実績）
◆従業員数　569名（男性451名、女性118名）
◆平均年齢　40.6歳
◆本　　社　〒381-2281 長野市市場3-48

◆事業拠点　長野（長野・松本）、東京、埼玉、
 　群馬、栃木、山梨、愛知、富山
◆連 絡 先　総務人事部人材開発チーム　横山 絢香
　TEL.026-282-8023
　E-mail saiyo@maruichi-sansho.co.jp
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注目

産地と食卓をつなぎ、新鮮な美味しさを届ける

「食」を取り巻く国内外の環境が大きく変化するなか、マルイチ産商は卸売業でありながら、原料
調達から加工、商品化に至るまでの全ての工程に関与し、お客様に満足していただける商品を供給し
てゆくという、まさに「差別化と付加価値」を同時に実現する卸売業を目指しています。

その一つとして現在、自らの意思を込めてオリジナル商品を生み出す、「メーカー型卸」事業を推進
しています。例えば「オブセ牛乳焼きドーナツ」。地元長野県で愛されているオブセ牛乳の本当の美味
しさを、全国どこでも味わえるようにしたい、という商品開発担当の願いがカタチになった商品です。
私たちが生み出した商品は、長野県のみならず、全国へ販売拡大を行っています。

地域の食文化を担ってきた生産者とともに、新しい美味しさを生み出して食卓へ届ける。マルイチ  
産商だからこそ創造できる価値を生み出し、「メーカー型卸」として食の未来へと邁進していきます。

想いをカタチに、信州の美味しいを全国へ

・長野県最大手の総合食品卸売業
・自らの意思を込めてオリジナル商品を生み出す、「メーカー型卸」
・若手から活躍できる、「全員活躍企業」

当社のアピールポイント

Message

◆事業内容 総合食品卸売業（水産物・畜産物を
主体とした食料品全般の卸売）

◆設　　立 1951（昭和26）年
◆代 表 者 代表取締役社長 社長執行役員　平野 敏樹


